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新 少人数学級の中学校１年生への拡大

１ 背 景 ・ 現 状

小学校から中学校へ進学後、生徒をとりまく生活や学習環境の変化等に起因して

不登校となる生徒が増加するなど、いわゆる「中１ギャップ」と呼ばれる状況が見

られる。これを解決するため、教師が生徒一人一人に向き合う時間を確保すること

が求められているが、教師の勤務形態や生徒指導面の課題等が複雑化していること

などから、十分な対応ができない状況にある。

２ 事 業 目 的

中学校１年生において３５人以下の学級編制にし、教師が生徒と向き合う時間を

確保し、生徒一人一人に応じたきめ細かな指導を行い、また、進学に伴う生徒の精

神的負担を軽減することで、「中１ギャップ」の改善を図る。

３ 事 業 概 要

中学校１年生において少人数学級を実施するために必要な教員数 0人 → 99人

少人数学級の効果

・不登校に陥る前の欠席傾向が見られ始めた段

階で、家庭訪問等も含めた丁寧な対応

少 生徒一人一人 ・一人一人の学習状況に応じた個別の学習相談

に向き合う時 等に応じることで、学業面での不安を解消

人 間を確保 ・学級内の人間関係等を十分に把握するため、

学級担任による短学活（朝の会、帰りの会）

数 の充実

学

・基本的な生活集団の人数を減らし、新たな人

級 進学に伴う生 間関係構築へのハードルの低減

徒の精神的負 ・小学校とは異なる教科担任制への移行などの

担の軽減 学習環境の変化に対し、学級担任がきめ細か

く支援することによる精神的負担の軽減
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